
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になります。山菜採りに出かけて行方不明になった女性が、翌朝自力で下山したというニュー

スがありました。山水を飲んで喉の乾きをいやし、風呂敷を足にかけたり頭にかぶったりして寒さをしのぎ、

夜は木陰に座って念仏を唱え続けたそうです。女性の年齢は 80歳。今さらですが「女性は強い！」ですね。 

ナッツなどをぎっしり加えた具だくさんのラー油はそのままご飯にのせても美味しく、

深い旨みは調味料としても秀逸です。大手メーカーから地方の小さな専門店までが、続々

と新製品を開発しヒットを飛ばしています。不況による内食志向が高まる中、手軽さや

用途の広さだけではなく、本格的な味へのこだわりが消費者の心を捉えているようです。 

一昔前までは、餃子のおまけ的存在だったラー油が今、食べる

ラー油としてブームです。唐辛子や香辛料のほか、香味野菜や 

今月の商売のヒント：【お客様との間に架ける橋】 
 

作るのは大変でも壊すのは簡単な信頼関係。信頼は人間関係の礎（いしずえ）です。商売においても最重要

課題であり、事態が深刻なときほど信頼関係がものを言います。 

臨床心理学では信頼関係のことを「ラポール」と言いますが、これはフランス語 

で「橋を架ける」という意味です。あなたの会社とお客様との間には「信頼」の 

橋が架かっているでしょうか。その橋は危機的状況にも耐えられるほどの強度を 

備えているでしょうか。 

こんな話を聞きました。Ｕ.Ｓ.アーミーの戦闘機には、一機につき 16人の整備 

士が配置されているそうです。戦闘機に乗るのは操縦士２名と副操縦士２名。彼ら４人は自分の命を 16人の

整備士に預け、16人の整備士は４人の命を守っている。そこに信頼がなければとても成り立たない関係です。

整備士たちはプロとしての仕事で４人の信頼に応えているでしょうが、タバコのワンカートンでも渡すと、

よりしっかり整備してくれるそうです。もちろん、これは「袖の下」的な意味合いではありません。 

「いつもありがとう。これからもよろしく頼むよ」という気持ちを「形」で表し 

てくれた誠意に、人の心が動くのです。その「形」が相手の負担になるようなも 

のでは、かえって誠意が空回りするかもしれません。４人と 16人の間に信頼とい 

う橋が架かっているからこそ、タバコのワンカートンというさり気ない気遣いに 

よって橋の強度が増すのでしょう。「ありがとう」の言葉に心を込めれば、感謝の 

気持ちは伝わります。常に丁寧な対応で自分を敬ってくれる相手を悪く思う人は

いません。また、「形」ある表現が言葉や態度を補ってくれるのも事実です。「モノで釣るなんて」というの

は過去にモノで釣られた経験がある人の発想かもしれません。信頼していない相手から「形」で示されても、

「形」以上のものは伝わりません。お客様との間に「信頼」という橋が架かっていると自負しているのなら、

時には相手に寄せる信頼を「形」で表すことで、危機的状況にも強い橋になるだろうと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【法人税率０％の地域に会社を移したら？】 

 

世界の法人税率は、最も水準の高い 40％台の日本やアメリカなど

をはじめ、なんと０％のケイマン諸島などまで幅広くあります。 

「じゃあ、法人税が無いケイマン諸島に会社を移そうかな…」と、

真剣に考えたくなりますね。 

日本では、「国内に本店、もしくは主と 

なる事務所がある法人」のことを「内国 

法人」と呼んでいます。逆に、「国内に 

本店、もしくは主となる事務所がない法 

人」のことを「外国法人」と呼んでいま 

す。内国法人の場合、国内はもちろんの 

こと海外支店を通じて得た所得も、日本

での課税対象になります。つまり、日本に本社のある会社が、法人

税率０％のケイマン諸島に支店をつくり、ケイマン諸島で所得を得

たとしても、その分も含めて日本の高い法人税率で課税されること

になります。では逆に、ケイマン諸島に本社を置き、日本に支店を

もつ外国法人をつくったとします。この場合、日本支店が得た所得

は、ケイマン諸島の法人税率０％が適用され「法人税は不要」かと

言えばそうはなりません。外国法人の場合は、「日本で生じた所得

に対してのみ」日本の法人税率で課税されるのです。 

つまり、内国法人でも外国法人でも、日本で商売をして得た所得は、

日本の高い法人税率から逃れることはできないということですね。 

元 氣 と 氣 づ き を 提 供 す る              

豊島区池袋の佐藤茂税理士事務所❤❤❤ 

豊島区池袋２－６０－７ルート池袋第3ビル４階 

電話：03-3988-8820  FAX：03-3988-8824 

http://www.satousigeru.jp 
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『藁焼き鰹たたき』 
   ビールと一緒に! ! ! 
傷がつきにくい、土佐の一本釣
りで釣りあげられた鰹。その脂
がのった鰹が、藁で焼き上げて
あります。分厚く切ってネギな
どの薬味をたっぷりのせ、ポン
酢で食べると言葉を失います。 

【明神水産株式会社】 
http://myojinsuisan.com/ 

【今月の教えてキーワード：バイオ燃料】 

サトウキビや廃木材などの生物資源を原料にした燃料、その他、合成ガスのこと。二酸化炭素（ＣＯ2）を吸

収した植物を原料にするため、燃焼しても大気中のＣＯ2の総量が増えないと言われている。石油燃料の代替

物として注目されている。２００５年以降、石油価格の高騰のため、トウモロコシを原料にしたバイオ燃料の

需要が急増し、穀物価格も急上昇した。今後、バイオ燃料の原料に関する問題が課題として挙げられている。 

檀一雄が死ぬ間際に完成させた

小説『火宅の人』の中に出てくる

有名な台詞。昨日までの自分に

「ざまあ見ろッ！これからだよ」

と言い放とうではありませんか。 
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